
公
共

下
水
道
が
敷
認
さ
れ
生
活
環
塙
が
よ
く

な
夕
、
そ
こ
に
土
地
捕
監
町
上
蝉
が
あ

る
と
い
-
フ
ζ
と
か
ら
法
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
り
費
一
怪
者
負
担
舎
は
、
そ
れ
ぞ

れ
由
工
事
区
分
の
知
事
業
費
に
よ
っ
て

ち
が
い
ま
す
が
、
第
二
閥
均
工
事
の
場
合

は
、
一
直
方
M
M
当
り
一
百
六
十
九
月
九
十

六
銭
と
な
っ
て
い
ま
す
ロ

ま
た
、
と
白
公
共
下
水
道
が
処
凶
器
開

始
さ
れ
ま
す
と
、
こ
の
維
持
管
理
を
し

て
い
く
た
め
の
費
周
を
可
利
掃
す
る
人

に
偶
語
し
て
も
y
pう
と
い
ふ
長
府
輯
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
公
持
下
水
道

宇
苅
婦
で
き
る
蒙
ほ
と
、
そ
っ
で
な
い

家
庭
と
の
不
公
平
を
な
く
そ
っ
と
す
る

も
の
で
70
使
用
料
の
績
は
、
現
在
一

立
方
M
M
に
つ
き
月
泊
四
二
十
八
日
け
で
す
白

さ
て
、
今
後
自
公
共
下
水
道
は
P
の

地
場
に
敷
設
し
て
い
く
か
、
い
わ
ゆ
る

第
三
期
工
事
は
ど
こ
に
す
る
か
で
あ
U

ま
ず
。
一
応
第
一
一
一
期
工
事
の
着
手
g
標

は
的
和
五
十
三
年
度
ど
一
考
え
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
民
共
下
水
道
の
計
画
区
域

で
L
A
着
手
の
と
ζ
λ
ぽ
、
県
道
平
援
伊

市
な
ど
の
地
方
自
治
体
が
行
う
仕
事
は
、
主
ず
、
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
を
し
て
、
市
民
が
安
全
む
、
便
利
で
、
殺
か
な
、
住
み
よ
、
生
活
を
設
む
ニ
勢
鼠
融
以
西
の
花
水
時
十
町
出
と
市
道
海
岸

V

L

i

関
仲
絹
川
M
K
出
の
崇
醤
・
富
士
見
学
区
、

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ご
み
や
し
尽
を
き
れ
い
に
処
理
し
た
り
、
下
水
道
を
完
備
し
た
り
、
主
た
泥
ん
こ
道
そ
れ
に
大
野
西
部
地
況
な
ど
で
す
。

を
な
く
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
は
、
最
も
大
切
な
仕
事
で
す
。
そ
の
な
か
で
も
浸
水
の
防
止
や
川
の
汚
れ
を
紡
ぎ
、
衛
生
的
な
街
を
築
く
た
め
の
公
共
下
し
か
し
、
終
末
処
一
透
明
間
四
之
宮
に

水

道

の

仕

事

は

、

市

民

生

活

に

と

っ

て

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

、

ほ

憎

め

て

重

要

な

事

業

で

あ

る

と

い

え

ま

し

ょ

う

。

で

お

己

で

い

る

蘭

係

上

こ

の

処

理

場

へ

汚

水
を
一
送
る
に
は
、
八
幡
、
中
原
、
南
崩
閉

ざ

網

開

玄

有

者

霊

笠

宮

子

益

事

実

備

工

事

が

必

要

と

な

っ

泊

、

ζ
宏
君
下
水
産
、
防
臭
や
か
長
っ
て
い
ま
す
の
な
す
で
に
改
葬
白
義
援
、
下
水
害
敷
設
か
ら
み
京
望
号
、
桜
草
地
点
に

タ
一
部
』
戸
一
一
一
侯
一
一
一

}
b
f
k
jド
ピ
ヌ
一
『
で
ぐ
る
わ
け
で
す
。

ζ
つ
記
な
戸
坪
臼
に
め
ん
と
フ
な
f
事
↑
翠
湘
諮
問
視
白
一
一
一
年
が
経
過
し
て
い
ま
の
毛
フ
に
市
自
ら
施
行
す
る
も
の
手
立
ポ
ン
プ
揚
が
必
要
と
な
っ

τきま
す
。

読
書
白
改
造
も
合
的
て
こ
昔
話
可
一
廷
の
資
格
嘉
っ
た
市
が
す
。
島
区
域
で
毒
薬
化
し
て
い
な
く
、
地
区
住
民
の
霊
と
協
力
に
よ
し
た
が
っ
て
ζ
の
汚
水
ん

i
B量

平
塚
市
で
は
、
世
田
川
か
F3奈

川
流
域
主
事
業
の
実
警
決
定
し
十
九
の
1

妻
は
、
十
一
一
地
安
崩
落
鮪
な
ど
指
定
し
た
工
耐
震
で
な
け
れ
ば
で
さ
な
い
震
は
玉
川
、
約
九
百
円
ほ
ど
っ
て
は
じ
め
で
で
き
る
も
の
で
す
。
水
区
墳
は
膨
大
な
広
言
な
め
ま
す
。
モ

ミ
け
て
以
東
由
市
街
地
二
千
四
百
二
相
撲
川
右
岸
の
早
塚
、
伊
勢
鼠
、
阜
、
ノ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
試
み
陸
〈
な
っ
て
い
ま
す
。

j
弱
を
な
さ
る
と
で
す
が
、
な
か
に
は
す
て
に
指
定
工
事
由
化
が
議
ま
ず
に
図
る
の
は
、
ず
一
な
い
と
で
、
実
施
期
間
と
か
事
業
費
の
賛
金

駐
仏
刊
行
航
可
塑
コ
桂
川
信
揺
れ
れ
州
在
日
目
伝
説
日
誌
ど
註
話
料
野
江
戸
出
間
協
は
一
時
間
以
駐
日
日
刊
誌
ル
間
関
心
U
U
U
M
K
M
十
時
吋

再
度
か
ら
こ
由
工
事
実
誠
に
主
つ
く
っ
て
一
括
処
理
し
、
相
模
川
に
放
の
を
f
金
制
度
ゃ
、
自
3
持
金
支
汀
5

0

内
報
担
二
四
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
近
〈
建
で
爵
替
え
計
閉
が
あ
る
、
借
家
で
撃
的
「
み
絞
り
方
式
義
け
な
け
爾
整
理
事
業
自
進
み
具
合
、
き
ら
に
は

轡

20

川
げ
る
こ
と
に
な
し
た
。

ζ
瓦

助

長

察

あ

り

ま

す

o

な

く

だ

さ

い

。

重

量

去

る

な

ど

の

書

で

れ

ば

な

恥

い

こ

を

す

。

と

い

っ

て

5
5京

地
区
と
由
関
連
な
ど

人
間
的
一
訳
自
立
計
五
十
四
弓
民
品
川
れ
ず
-
L
z
i
?
a
f
a
:
;

期
限
延
長
室
し
ぞ
い
夫
も
あ
D

主

義

務

室

生

主

主

三

、

十

分

考

慮

し

て

遣

し

な

託

ば

ア

混

一

一

一

七

か

薬

害

、

す

で

に

九

六

五

事

言

語

地

主

之

宮

家

盟

理

欝

始

一

五

一

手

一

向

ま

す

。

し

む

何

言

な

く

改

造

き

ま

せ

ん

。

ぜ

ひ

む

協

力

を

お

顕

む

な

主

芝

。

一

う

ま

一

E
E
Eタ
一

一

ノ

:

こ

ま

ノ

ず

る

衰

の

な

い

み

に

つ

い

て

は

、

動

ま

ず

。

す

で

に

行

わ

れ

た

富

士

見

地

区

お

よ

4
2
1
一
討
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
実
~
昭
和
慌
の
雑
排
水
の
ほ
か
、
市
民
待
唱
コ
白
水

3

6

一

告

書

を

闘

す

等

、

水

洗

化

を

早

め

る

よ

ぴ

花

京

地

区

で

の

対

詩

集

会

「

み

ん

な

&
ふ
日
一
四
十
九
年
度
か
ら
は
、
第
一
一
期
工
事
品
川
住
所
が
浄
化
構
な
し
に
宮

cZ
主
主
禁
煙
一
え
る
語
、
主
主
誌
で
は
、
約
一
万
一
千
戸
と
な
っ
う
霊
的
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
つ
」
の
市
一
塁
で
売
と
れ
に
関
連
す
る

5
fと
し

て

国

道

一

二

五

重

以

事

会

ょ

-

ー

に

な

っ

た

わ

け

で

す

。

雪

量

霊

長

は

、

年

々

広

ま

っ

た

わ

け

で

す

。

妻

、

=

一

年

経

過

普

通

事

貸

関

心

深

ま

る

問

題

が

霊

主

て

い

ま

す

が

、

以

上

Z
G
一諸問刊刊誌日付村山
1hu守
長
川
日
目

UHqU村
山
誌
の
い
F
h
日
目
前
伝
説
同
容
は
持
第
一
一
一
塑
ム
奉
行
一
日
刊
誌
詩
詩

人
世
一
昭
三
時
認
可
ぃ
詰
円
程
心
配
山
口
五
担
当
忠
良
同
時
主
主
持
照
子
し

zj童話
諸
問
向
日
間

一
方
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
県
と
情
処
理
場
で
き
れ
い
に
す
る
施
語
で
す
。
の
各
一
部
、
あ
わ
せ
で
約
五
百
五
十
戸
心
と
し
た
紅
お
町
や
問
明
石
町
、
代
宮
前
庭
は
、

P
ラ
苧
草
め
に
工
事
脅
亡
て
い
必
要
で
ナ
。
す
で
に
投
ズ
し
た
績
と
き
え
て
い
ま
す
。
乙
の
点
、
な
了
解

相
模
川
し
た
が
っ
て
、
公
丹
下
悲
鳴
に
切
な
く
が
処
理
潟
拍
と
な
幻
ま
し
た
。
と
れ
で
松
嵐
釘
な
p
h問
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
た
だ
主
ゅ
ん
い
じ
怠
い
ま
す
g

昭
和
五
士
号
度
ま
宅
に
七
十
七
億
い
だ
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
@

内
に
主
唱
し
で
い
ド
ま
す
a
ζ
D
酎
涼
は

国
・
県
補
助
金
や
起
慣
(
惜
ス
金
)
、

そ
れ
に
問
さ
ん
が
納
め
た
市
観
ル
」
、
こ

の
公
共
下
水
道
を
利
対
ず
る
ζ
と
が
で

き
る
一
人
か
、
b
の
い
わ
ゆ
る
受
益
者
負
担

金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。



危
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相
周
な
出
も
出
て
き
ま
し
た
。
た
ま
た
綿
引
き
か
ら
ま
十
が
た
ま
亡
た
。

ま
家
F
A舟
て
よ
ラ
と
L
て
緊
っ
て
お
そ
こ
で
乙
と
し
は
催
記
す
る
昨
に
当

い
た
土
地
が
、
線
引
4
c
D
結
果
、
市
た
る
わ
げ
で
す
。

街
化
調
鞍
M
m域
に
さ
抗
た
た
め
に
、
本
市
町
場
ム
『
市
街
化
区
域
は
間
出

家
設
建
て
る
手
続
さ
が
面
倒
に
な
っ
一
一
一
・
五
軒
、
調
整
区
域
は
託
六
・
五

た
、
売
る
つ
一
と
し
て
も
吾
売
れ
な
く
な
軒

3
1が
、
五
号
間
の
経
過
か
ら
ふ

新
し
い
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
、
の
送
に
「
市
街
化
を
菰
制
す
べ
き
絞
っ
た
、
と
い
う
の
も
そ
れ
で
す
。
ま
て
、
私
は
、
相
当
な
倍
主
苦
し
な
げ

H

蹄
引
き
u
が
行
わ
れ
た
白
は
、
昭
域
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
、
免
漏
出
刊
々
、
田
畑
よ
レ
て
耕
作
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
。
線
引
き
と
い
う
め
は
、
都
市
計
い
く
ら
で
も
閉
会
主
建
て
る
こ
と
が
で
化
区
墳
に
な
っ
た
た
め
に
、
い
ま
ま
だ
け
が
い
く
ら
か
ん
張
っ
て
も
ど
っ

爾
区
墳
の
中
を
二
種
類
に
分
け
る
作
書
唱
し
、
農
地
も
車
頑
と
同
じ
よ
吉
で
納
め
な
三
て
壱
「
白
か
っ
た
同
定
資
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
決
定
権
は
知
挙

業
む
と
と
で
す
。
一
つ
は
「
市
街
化
に
持
資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
静
殺
や
都
市
計
画
税
者
納
め
な
け
れ
が
に
ぎ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
も
ち

i

S

F

C

ろ
が
市
街
化
霊
長
主
主
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
(
も
っ
と
も
、
ろ
ん
、
決
定
ナ
議
長
重
量

恥
恥
、
;
総
目
前
削

υげ
内
家
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
土
地
の
宅
地
と
し
て
相
当
な
価
格
で
売
る
こ
見
を
十
分
に
関
く
こ
と
に
な
っ
て
い

機

5
7
1

総

成

予

i
J
H

九
輔
、
品
説
総
務
昂
万
円
け

V
H
i
i
l
l
i
b
-
-
a
l
i
l
-
-

ま
す
一
炉
、
燥
の
や
り
方
ま
て
い
る

事

擁

巧

皆

噛

智

一

議

副

都

選

じ

い

と

、

ど

フ

や

皇

室

は

無

視

ぷ
鋲
配
線
級
綴
綴
議
離
れ

1
L
y
t
a
i
-
-

事
れ
る
よ
吉
つ
な
時
じ
が
濃
厚
に
な
っ

ia唱
す
室
率
婚
と
し
て
の
扱
い
は
で
き
と
が
で
き
の
で
、
財
産
価
置
は
大
て
き
ま
し
た
。
果
た
に
で
こ
れ
で
よ

区
域
」
と
、
そ
し
て
も
5
一

つ

は

な

く

な

り

ま

す

。

幅

に

上

F
ま
す
が
〉
と
か
い
う
い
の
か
。
私
は
も
ち
ろ
ん
、
県
西
部

「
市
街
化
調
轄
区
域
」
と
好
ば
れ
て
も
と
も
と
こ
の
威
川
む
を
F
は
、
の
が
七
れ
で
す
。
の
市
町
討
長
は
一
様
に
同
じ
桟

ι方

い

ま

す

。

都

市

が

無

秩

序

に

際

取

も

な

く

広

が

C
Pレ
た
問
題
が
あ
る
た
め
に
、
を
し
て
い
ま
す
。
県
の
一
方
的
な
粟

市
街
化
試
域
と
い
う
の
は
「
お
お
る
ζ
と
(
ス
ブ
ロ
i
ル
混
盟
と
い
い
止
保
で
は
最
初
の
融
引
き
そ
し
て
か
を
埠
L
つ
け
ら
れ
な
い
よ
吉
、
十
分

む
ね
十
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
ま
す
)
含
防
寸
白
的
で
一
考
え
出
苦
れ
ら
五
寄
般
に
も
う
一
回
見
闘
し
を
し
に
帯
戒
し
て
い
ま
す
。

的
に
市
街
化
宇
ほ
か
る
べ
き
区
域
」
た
お
で
す
が
、
蓄
に
思
い
切
っ
て
、
撃
す
べ
き
念J
の
は
草
す
る

h

自
己
と
号
、
市
街
記
議
盤
夜
執
は
こ
た
方
法
で
あ
る
だ
け
に
、
か
な
り
ん
黙
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
自
の

d
附

>若く

壁襲渓相談室霊/綴菊地区行政セン空一智(22)2111 
<>法揮相談毎月第2第 3金曜日 間時~16時〈受付自時半、電

言苦でも可〉モの他、億月教育相談、交通事故棺談、内職情談、

高齢者職業椙談苦行っていますn

<>巡E宝県民相談 7 月23 日、 1昨時~1E時平塚駅北口交番前

E相談は法律相談、教宵侶談交通事故沼談、県政一般相談

など〉

裕社会館内総談蒙雷(33)お33

心配むと相談 m 毎週月鴎箆〈第5控除 013待-1関寺

母子相談降車白、 9時 -15持部分・常設

穀理主L宮蜜粉談、平田、習時-1萌時・常設

高齢者職業相談・平日 9時 30分-16時・常設

結婚相談 s

. ~ i官渓相談窓/市役所曹(22)1700 

一般注揮棺談・毎月額2火穏日・ 1簿寺-16時〈人数制限宵〉

人権活律相談・信月第1土穏自 '13時-16時 8月 78
行政苦情相談・信子弓第1土腹自 '13時 -16時 8 f17日

登記相談 ・ 毎 月 第2金盟国・ 13時 -1在時 8月13日

宅地建物相談・毎月第4火曜日有 13時 -16時仁人数期限有) 7月21日

発明考案 f特許2棺談・毎月第2月曜沼・ 10時-1日時 8月 9臼

下請取車総図あっせん・毎月第3木穏沼13時 -16隠 7JllS日.8月19日

消費生活相談・在五車水瀦目。 10時-15時
青少年相談 a 平日、百時-16時・常設く膏5伴手諜コ

教務研究所綴談繋雷(3D告書50
教育穏談・月額彊母~金曜墨田・ 2時 -151掃

8 )寸10日
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凶
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50今度Jの儲入状況〔市債〕
t単位千円〉

事業名 借入額
一般 会 計 2，228，3じ口
組路事業〈馬入 1号綜ia山 21;得綜) 23，800 
都市下京協事業仁王:神森ほか3刀 路 14，100
横内かんがい排水盤民事業 L羽 3
む 営住宅建設事業 102，∞。
金目4法学校ほiJ'5校整備事長 631， 900 
南原ノjゾ学校ほか I校用地取得事 業 995，400 
清水幹綿担民て路整備事業 16，000 
幹道1号線自転車道等繋備事業 J7， QOO 
金芭幼梓悶悶舎新改興事業 43，4∞ 
穴住ヰ時晴ブーノレ整備事業 22，000 
文化センター(博物館〕整幌苧定 205，600 
消防施設整備事業 26，000 
T行道整備事業(幹道15.22号騨改良 000
辻井口構改棒事業 18，000 
烹八幡 公鐙整備事業 50，00。
語賀仇1宵顕新改築事業 15，200 
笥帰還指施設(むみ収集車〉務備事業 25，∞。

つれれ11111111111

， 8月6a (金〉談内公民館:

， 8月27臼〈金〉盟問公民館

〉反対話の時間はいずれも午桂7時か

ら自時包長官

。8月初日(金〉南原公民館

Ilflllll 

08月の隠稜

r行に対する怠見・要望・苦情等が

ありましたらおう託軽にお山刀げを
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。
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。
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叫
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外
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ば
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苧
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あ
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っ
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通
事
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雄
一
広
場
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学
問
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祝
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な
ど
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昂
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八
日
目
が
多
く
な
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。
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般
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ら
く
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司
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ブ
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揖
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..名

格 続 37語以下一の女子で、市内

白幼程圏lこ日み込み口f情 な

方

毒幹事事主義葉書簡 7 fj16日--24日

惨殺し;t，み先様母は企画室職員課

L電 話 22• 1700内融343)へ
校 務 業員は教育至委員会総務課

〈内線448)へ

新問答j令

5m 25C町
5.6m 400年
2.8m 300年
2.7m 70i.f. 
2.Qm 初年

2.4m luuf} 
5.3m 400侍
2.5m 
3.3m 30C年

3.2m 30C行三
3m 360if' 

2，Om 170年
1.9m 170壬立
2.0m 17C年

4_.5m 81企て

1.9m 35匂三
1.9m 35年

指定された保全樹木

fヂr在地 名称 揺種樹高

田之宮343 高 村 ヤ 内 しいのき 801 
I神 2746 寄木神社内いちょヨ 23m 

コ少 タ い ち dにう 15m
斗京仁市399 fl枝神内 〈多「の主 23m 

タ ク くすのd 18m 
タ ク かやのき 16m

中原 1 普内 いちょう 17m
開鼠 2-16-10 敬訪神社内 〈すむき 16m 
ヒ平塚13-'34 槙ヰ内 たぷのさ 15m
上平塚 7-18 シ けやさ 18m 
平 塚787 王L華社内 たぷのき 13m
黒部丘 }iJ-i-c.5L宅 松 24m 

タ ク必、 24m
irEノ慌19 溺の析 を、 24拍

手塚%ir指9出) 崇善公民館 〈すのき 13m 
白描JlZ-41 博物館Eプヲ ユYノキ 26m 

タ タユ')ノキ 25m
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八
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財
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有
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-挙式喝時

事披耀密会場

35人以下 20C弓--1，4C吟

50A~) 下 e 号。 2.100f弓へ 2C印弓

80λよL下… 2.400円

.，吋~9 時~午後 4 時30分

-毎週月鵡臼・剖祭ほの空軍臼

市民セジ虫…事務居 T E L (32) 2235 

秋の吉 131こまだ余燃がありますa

字めに申し込んでください。

2，OOOfYj 

8月29日、 9Jl5日スボーY広 場 心 軟 式 臨 球

9月 5日 オ仏有海口三釘趨 φ空 手

。バスケット 9月 5iコ、 12日見付合拡育館 φテニス

G ソフトボーA 9il5目、 1213 高浜高、太洋中

く〉自転車 8月29自 平塚競輪場

oサッカ- 9月 5白、 12日スポ広場

。京 地 8 fl2吉田 裕婿海軍公関ブーノレ

φバレーボーノレ B月29日 見附台鹿角館

く 〉 劃 滋 * 9.FJJZ.iヨク

く〉車、球 *9月128 シ

。謀 議室 ※ 8月29日主主将台j蕊迫掲
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ぶ
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め申し込み 哲三J復ヨ立がきで博物館ヘ

ヲキ遺跡iこ興味のある方

平域市問締ノh争開廷内で遺跡の発担査が

7 Jl20日から8月31臼まで行われる。そ。

遺跡発掘白見学舎を開〈ので草加者。

• 7月31臼、 8月 7白、 14日、 21日の 4沼

会時間午後2時-3時

τ念場所岡崎小学校

や集合現地集合、現地解散

u交 通 平 塩 釈 か ら 神 奈 中パスふじみ野(

II1l掠コに乗車問崎農協前下車、徒主長5分

平ほ市博物館干254平境市品開田n2-41

電話仁33)5111 

「
全
集
」
に
挑
戦

木
曽
帥
聞
は
す
べ
て
山
白
中
で
あ
る

あ
る
と
ζ
ろ
は
甑
づ
た
い
に
持
可
出
居

間
日
道
モ
島
』
、

fii i 
g宅?喜重三議
そ時長号室量生
主二察手話葉台

?霊安5是主3
雪お~

民?Sそ
雪E皇も

だほ蒙

学fI!lIIIIIHIIIIIIIII!I

半村民

ノ¥ンYン

行 淳 之 介

地お雄高

諜 7，紀子

都築送ラミ

大 111内令子

高揖三千網

長谷川西邸

芥}Ii考E之介

大江健三郎

畑正憲

ノK上勉

lIi1ll日IIIHII!I山文
単主士の拘甲

花の木登り協会

石膏古車と赤

ヲE霊
掛:の道

東京事幻~給

金子光晴のうブレター

退屈しむさf
北京ベルlJy物語

芥 111輯之介句集

-内容月と星雲婁(ことコの観察

会申し込み帯守i者は註控室はがきで博物館

へ。先着30名
C天文映E盟会「太陽J 入場由自

• 8月 10日〈火J 今 後2持から 3時

.p<デ寄 「太陽のめぐみJ 1太陽と放射J

目減Jの活動」

安動車童物[こ興味のある方
越しもの白申し込みは、電話またはl宣告書荘

。特別展「相模川の生きものたちj 館白うえお気事にどうぞ。
. 7月初日-8月29日特別居示室

・内容相模111(0111鼠や流れ田中、河口の千 女子供七5主主主教愛
潟こすむ鳥、魚、虫などの生活にスボソト 一一夢をつ〈ろう七宝焼で一一一

をあてた特却児童菱 ・7月31日 C日〉午後2時から i自民まで

※特別展開催期間中に自然観察会 (7月29白 ・小中学生30人を対象

8 JJ13臼、 8月26日〉やまた障会 (7月23日 常あなたもボランティア

8月初日)tJ'行われる。なお、自然静J裏金 青年ボラジティアによる話しろL、一一一

審方日申し込みは商接博物館疋〉浸け付けへ.8月 4臼C;1()午後6時30わから 8時30分
限盤会は入港自由。 勤労青少年初人を対象

。特別展記念講演会 1111の鳥、干潟の鼎j ♂宵楽しいトザムのつどい

• 8月 8B 午後1時 -3時 講堂命入場自由 一一一全身運動で夏のつかれを吹き飛ばそう一

議邸高野伸二民〈臼本野鳥の会潔事コ . 8月 8臼〈日〉午前10時から12時

ヲ金石に興味のある方 ・青少年と}般30人を対象

。自黙を調べる金rJll療の石を調べようj 女マンガ絞E喜劇場
.f'子容 栢模111白石にはどんな種類があり、 呂本むかしばなし特害義一一

オくの流れによ担、どのように変化するだろ . fて股醍冨「ねずみ白よめいりかく山やひ
うれ採取した石を額欄で観察し、その わJほか
でき方を考え亡みよう。 • 8月10日 α0午 前lC時 -11時と午ほ4時

・8月 1B CB) 関村、神JlJ橋付近 -5時までの2随上j朕

毎 8R8臼(日〕 厚木市、相模大橋付近 .小中学生100入者封書提

会対象ヰ学生以止でこ白聞とも要参加でlきる 青');年会館霊童話.(32) .7 0 2 9 
方、先着15名 1 

を択の拶j閤 t制揺する。

2階貸出室に特集コ~ゴーが投げられてい

る白でむ利用〈ださい。

仁〉期間 7月21日 α()-8].'J27B (金〉

日

隔週月腹自 第三日韓日 毎月末臼

平堤市s!1書館電話 C31コ o4 1 5 

ー8月22日、 29日、 9月 5自由各日曜日の三

日間、連語講演会を開〈。

， 8月22日「汀F時代の村j

誤高校教諭〉

砂 8月29日「天領と代官」

学教授〉

事日月 5日 f農民と訴訟J

祉大学助教授〉

合対象高校伎以、上で一三日間とも告加できる

訪日D名。

官時間午後1時 -3時

古車し込み 星参加希望者は往復はがきで博物

館へ。なお、テキスト11:100F'1かかる。

内田哲夫仁高

村上直仁法政大

者本美智男仁福

実歴史{こ奥味の あ る 方

4争汚f9U理主E霊会
8R 1臼く日〕

f暮しをふりかえるj カラー 25分
[アニメ新i酉帖J カラ- 39分

φこども狭面会 10時と 14時

7 FJ25日〈臼コ

I/J、さな五つのお話」 カラー 2U?J 
fゆかいな動物村 :tJラー 30分

8月J22日仁日〉

「在内耳石D冒険l カラー 1時間24分

場争ステレオコンサート 14時
7月 17日 C:!二〉 七jそピュラ-)

シャンジジ特輯 fシノレピイ・パノレ火ン/

ライブ・イ;/，パ1)J 拘総務/オラジ

ピア劇場のミシェノレーサルドクJ
8月14臼(土)ポピュラー〉

クテン音楽特集 「プマ')ヤ・ロド')ゲス

イy・ジャパンJ r!:7ニャ・ 5モヌ/
パ').コY:!テ」トJ

4争こどものつどい
8Jl5日仁木) 10時 -11時
レコ」ドと影絵・おはなし・侠園

舎特集『皇室をめぐって』
天文学、民語、ノj説など星に憶するさまざ

F星をめぐって』

10時と14時



①母子健康手帳(転入した人は!日住

所で使っていた母子健軍手股〉

立畳間診緊(己の京は必ず家で記入し

て体世琶を測定してきてくださいコ

<>予 防接 種を 受け られ ない人

在予防箆揮をさをけて 1週間たってい

笹はしフ0'、 BCG、種痘、

生ヲクは、それぞれ1か月

旺沼間腐をおかないと受けられません

@そ旺涜皇、有熱疋君、けいれん役措

置、心臓血管系、軒臨または肝臓に

吾三患があ白昌三郎にとめられている人

〈三種混合予防護軍霊〉

富盟対象，[第 l期]-3回受ける。

2民 (24カザl)から4蝿 (48か
月 〉までの児3 仁接種f笛隔は2

回 3[色]とも 3週間から呂週間〉

I期が完了しないと

さあが、 48か月までに

受けられな〈な臼ます白で、 CT
能ください。

E揖 2期)-lIT司受ける。

開 1期の 3回巴が持ってから 1年

i以上の期間をすさた 2歳:2付ヰひ

から4歳 (48かJDまでの沼

豊富時間・ 12ft与30分.--.__，15時まで。ただ

し京FiJの会民 1時 -15時
r8nl 
24日花木』民館平境計枯院

256 神田とE号館八幡J公民館

*~R島土と鮪
26日 申威一公民餌企巴5-d'jc軒

いつも氷バケツ愛子君主量

8 Jl20日

[3歳児鍵診3
8月 5日 48年自足 1 日 ~10臼生

タ 198 48年 e月118~2C 己主主
ク 26日 48年 6 月21 臼 ~30 日主主

合住所桃浜町 2-27 I草木市の

小林製譲工業にお勤めの露木政臼

さん (29議〉と文江さんて27援〉
の二塁得。現在9か月で身長75c盟、-

拡重10培、 50年 9月 2日生まれ。

お母さんは、長男の誠ちゃん

(4藷〉のときから、 「赤ちゃんス

テ」ジJIこ最せようと伺回も応募

したそ5で、今回の当せんに『あ

ら/ほんと …』と大変曹んでも

らえた。でも、和博ちゃんは穫起

E訂で心配のある方は楳控室所 (32) 関対韓・縞1裁まで由罫ちゃんなら

0130へ連絡してくださいゅ a どなたでも受けられます。当日は

麹場所・

富覇時間・

日程と対象沼 ;遜時間・午前9時3C分 -1C時 3D;}

日か丹児健診] I ~月間金戸時宮
S月 5臼揖島缶E翠官

8月 6日 51年4 月 18~10日生 ~ 128 横内団地集会場

。13日 51年 4 月 11 日 ~20日主主 i ク 13沼 市役所B会議室

illll!I!illllllllllilijflll!l!lllllll!lIllI!llltl!llilINlII]れ¥lll!llllfl!lIIlIIIII!l!lllilltlllllllllllllllllJllllllllfllllllll1111

Eヨ稜 習時30分-11時 13時30分-15時
7月16日長持公民館 間金国公民館

19日徳延集金場

結棋や脳車中、心 20日 北久保公民館

臓病等の早期発見白 218 広IIÎI峰神社社掛川

ため、成人病の健康 228 卦所自治会館

診断を各地区在巡白 238 っくし幼稚闘

して行なう。 1年に 268 上万回襲会場

1回の健麗診断、検 27日 中央農協土沢支所

訴を受けて自分の健 28日 霊山寺
康を潜めよう。 29日 開j，七公民館

企右日程の民印会場 30日 産車輪場

l立、医富田による聴打 8月 2日 横内回地集会踊

診、検尿が行われる 3日 畳間第14分 開

なおその仰の地区は 4日 !日四之宮公民館:

次号で掲載します。 58 大神公民館

綴対象 ①結核横喜多 6日 八幡小学J校

15歳以上。男女( 9日 東中原公民館

学校，勤務先で受β 10日 桐殿会館

ずる万は除く) 11日 真土公民館

②血圧 ~UÆ 特塑占 12日 乗l草寺

13日

片岡公民館

民旭小学校

ふじみ野田地集会場

下山下公匡設宮

京二と撞公民貧富

民棋島公民館

浪岡崎公民f自
民吉沢公民館

'" 1'E火の遊び方をよく読んてんら-jz， o

ず花火を人に向けたり燃えやすい物のある

場所で遊ばない。

手風の強いときはしない0

大人と一緒に遊ぶ。

f筒物花火は途中で火力、消えてものぞbな

L、0

たくさんの花火を一度にっけなL、o

t花 火 を ほ

F露

言語JlI
雪量河
iさ信

銀
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分
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け
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言

三
口

調

芸

習
鑑

i 
E 
姻

問

主
主 相模111の岸で釣り糸聖護れてい

喜 ると、キJJYキ])yと鳴きながら

主 流れの上を軽やかに飛ぶ白い鳥が

空 白につ吉まず。線長い翼と沼を持

言 ったスマ」トなに白鳥は、コアジ

雪 すよ/という鳥です。

言 飛んでいくコアジサシ在自で追

霊 ってみましょ:70 急に飛び方を変

喜 ぇ、棄をふるわせて空中¢一点に

望 とまったかと思うと、急降下して

王 水中に飛び込むのが見られます。

雲 水しぶきがあがって数和4堂、飛ぴ

2 出したコアジサシは、魚をくわえ

塁 ているでしょう。

三 ζのようにコアジサシは、魚を
盛

室 主な館 Cえさ〉にしている舟なの

3 です。アジサシという名も、静刺

雪 と害君、そむ習性を環わしていま

" To相模川筋では、鮎刺とも呼ぱ

塁 れています。

主 コアジすシが相模I11に姿を見せ

E るのは4月¢初出、アユが11段上

主 D始めるころです。そして111原白

露 石の閣にー写真一石己ろそっく D

E の卵を君主みますa 卵からかえった

童話題に最

7J号31日(ニJ:)
午前8時~

ところ プラザ鋭場

霊童 名「メカコジラの逆襲」
料 金 10出司

をと

一椙構11トー

;こを飛び E語れるようになりま

す。コアジサシは、黄色いく

しと白と黒のはっきD

様が特徴さすが、惑がときま塩槙様

の鳥古まいたら、それは今年生まれ

の若島なDです。 9J"1に入ると南

べ旅立ち、ニュ、ーギニアやオ}ス

トラ!}プに渡っていきます.

111古生活し、魚を館にしている

鳥にはいろいろな種類があ払魚

強

じ>10くコ
私たちのf'ilDには

普段気ioJ三かない小

さな自然が、まだま

だあります。一度訪

ねてみませんか。

コアジサシを見ょう

。巡回日程 7月17日 C土3平塚工芸号室""え/218
(;1<)平塚市中央農協/8月 1日〈日〉港地氏自

治 会/3B(火〉県合同庁舎/8EI C日 〉 午 前 南

旗掲主主自治会・件後松原地区自治会/11日α。
市投所

一一一一一一<>一一一一一<>一一一一一
0<>ご協力品習がとうご古いましたく〉ウ

農林省東樹試験場38本、日本主主命16本、辺捜青

年会議jす145耳、年抵地区鮪商組合38本、江南高校1
18木、横沼ゴム847京、横浜ヱイロタイツブ38本、
県綾協教湾セン虫-39:2位、平埋警察署69;2伝@

るごみと

燃えないごみを

区別して出しましょう
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